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後援 : 京都大学東アジア経済研究センター支援会 
時間：2015 年 2 月 28 日(土) 13 時 




1、自己紹介  13:00-13:20 
2、報告    13:20-17:00 
□北島 義貴 (トヨタカローラ徳島 代表取締役社長) 
タイのプーケットにおける販売店経営 
□川崎 大輔 (プレミアファイナンシャル 海外事業企画室マネージャー) 
タイにおける中古車流通の現状 
□上山 邦雄 (城西大学 教授) 
新興国市場の多様性―中国とロシアを事例として 
 






































期末（７月に支給）に 1 カ月分の特別賞与が出ます。今年も期待しています。 
2. 20 歳代中頃の男性 
  プラスチック加工会社の製造部門に勤めています。ボーナスは 2 カ月分出た
けれど、賃金は 5％より上がりませんでした。転職も考えているけれど、友達の
多くもあまり上がっていないので、もう少し景気が良くなるまで様子見です。 
3. 40 歳代後半の男性 
  包装材料会社の総経理です。我社は従業員も 40 名位と少なく、利益もまあま
あ出ているので上海市のガイドラインに沿って賃上げをしました。もちろん、ガ
イドラインをベースに成績査定をします。優 15％、良 10％、可 5％が標準で多
少上下させました。 
 ボーナスですか？ 2 カ月分（成績により±0.5）出しました。 
4. 40 歳代前半の男性 
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5. 20 歳代後半の女性 
  広告会社の事務職です。去年は 3％より上がりませんでしたが、今年は５％上
がりました。財務部にいる同僚の話では会社は利益が殆ど出ていないとのこと
なので、仕方がありません。ボーナスは 1.5 カ月分でした。 





7. 20 歳代後半の女性 
  ボーナスは 2 カ月分出ましたが、賃金は 5％より上がりませんでした。上海は
景気が悪くなっているのが肌感覚で分かります。 
8. 30 歳代前半の女性 





9. 30 歳代前半の女性 
  日系メーカーの事務職です。会社は結構儲かっているようで、ボーナスは 3 カ
月分出ました。賃上げは 8％でした。営業関係の同僚の中には 10％以上の賃上
げがあった人もいます。営業は激務だから差がついてもがまんします。 
10. 20 歳代前半の男性 





























































給である。本日記にはビルマで 27 ヶ所、シンガポールで 12 ヶ所の慰安所がでてく
るが、部隊移動に従って軍の指示で移動している。移動には護衛がつく場合もあり、
まれに慰安婦達が危険地域へいやがるのを強制的に移動させられる例もでてくる。 





















































































































イパーインフレーションが起こった。1941年 12月を 100 とした物価指数は、44年

















































































る 45年 5月 23日までに 25,846 円が貯金されている。マンダレー駐屯慰安所規

































































































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 ▲0.7 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2010 年 10.3 15.7 18.4 3.3 24.5 1831 31.3 38.7 16.9 17.4 19.7 19.8 
2011 年 9.2 13.9 17.1 5.4 24.0 1549 20.3 24.9 1.1 9.7 13.6 14.3 
2012 年 7.7 10.0 14.3 2.7 20.7 2303 7.9 4.3 ▲10.1 ▲3.7 13.8 15.0 
12 月 7.9 10.3 15.2 2.5 18.8 316 14.0 6.0 -7.8 -4.5 14.4 15.0 
2013 年 7.7 9.7 11.4 2.6        14.1 
1 月    2.0 20.8 291 25.0 29.0 -12.4 -3.4 15.9 15.4 
2 月    3.2  153 21.7 -14.9 -35.6 6.3 15.2 15.1 
3 月 7.7 8.9 12.6 2.1 21.5 -9 10.0 14.2 -19.7 5.7 15.7 14.9 
4 月  9.3 12.8 2.4 19.8 182 14.6 16.6 13.9 0.4 16.1 14.9 
5 月  9.2 12.9 2.1 19.7 204 0.9 -0.1 -14.4 0.3 15.8 14.5 
6 月 7.5 8.9 13.3 2.7 19.9 271 -3.3 -0.9 -17.3 20.1 14.0 14.1 
7 月  9.7 13.2 2.7 20.2 178 5.1 10.8 1.2 24.1 14.5 14.3 
8 月  10.4 13.4 2.6 21.4 285 7.1 7.1 -11.7 0.6 14.7 14.1 
9 月 7.8 10.2 13.3 3.1 19.6 152 -0.4 7.4 -16.8 4.9 14.2 14.3 
10 月  10.3 13.3 3.2 19.2 311 5.6 7.5 -8.2 1.2 14.3 14.1 
11 月  10.0 13.7 3.0 17.6 338 12.7 5.4 -9.3 2.3 14.2 14.2 
12 月 7.7 9.7 13.6 2.5 17.2 256 4.3 8.6 -3.4 -42.6 13.6 14.1 
2014 年             
1 月    2.5 19.8 319 10.5 10.8 -8.6 -4.5 13.2 14.3 
2 月    2.0  -230 -18.1 10.4 1.3 4.0 13.3 14.2 
3 月 7.4 8.8 12.2 2.4 17.3 77 -6.6 -11.3 6.1 -1.5 12.1 13.9 
4 月  8.7 11.9 1.8 16.6 185 0.8 0.7 0.5 3.4 13.2 13.7 
5 月  8.8 12.5 2.5 16.9 359 7.0 -1.7 8.4 -6.6 13.4 13.9 
6 月 7.5 9.2 12.4 2.3 17.9 316 7.2 5.5 10.3 0.2 14.7 14.0 
7 月  9.0 12.2 2.3 15.6 473 14.5 -1.5 14.0 -17.0 13.5 13.4 
8 月  6.9 11.9 2.0 13.3 498 9.4 -2.1 5.2 -14.0 12.8 13.3 
9 月 7.3 8.0 11.6 1.6 11.5 310 15.1 7.2 9.4 1.9 11.6 13.2 
10 月  7.7 11.5 1.6 13.9 454 11.6 4.6 8.7 1.3 12.1 13.2 
11 月  7.2 11.7 1.4 13.4 545 4.7 -6.7 -8.6 22.2 12.0 13.4 
12 月 7.3 7.9 11.9 1.5 12.6 496 9.5 -2.3 6.1 10.3 11.0 13.6 
2015年             
1月    0.8  600 -3.3 -20.0 2.2 -1.1 10.6 14.3 
注：1.①「実質 GDP増加率」は前年同期（四半期）比、その他の増加率はいずれも前年同月比である。 
2.中国では、旧正月休みは年によって月が変わるため、１月と 2月の前年同月比は比較できない場合があるので注意 
されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に
対応している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの
貿易である。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
